
開催日時: 2025年 11月30（土）
9:00～13:00

会 場： 横浜市医師会聖灯看護専門学校

参加者： 18名 （会員 13名 ・ 非会員 5名）

<研修内容＞
京都プロトコルポイント解説の講義から始まり、胸骨圧迫演習の後、
6名ずつのグループで3ブースを回りながら、妊産褥婦の特殊性を考慮し
た母体急変に対する緊急対応を学びました。

<参加者から＞
• 体験型で現場で役立つものだった。
• 知識として理解していても、シナリオを通して実践となると全く動けず、常
に母体急変の視点をもっておくことの重要性を実感した。

<主催者から＞
臨床に近い学習環境を準備できたことから、実戦さながらの研修会となりま
した。また、シナリオ演習では医師・助産師・看護師といった役割が与えられ
るため、ほかの職種の対応についても知ることができ、自分たちがどのよう
に動いたらよいのか、具体的に学べる場となったようです。
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